





















































































































































































































































































































字 nAr no-ta〔何らかの字を置く（手紙等で知らせる）〕。下手 son di-ta



























必曰 da-hie 也。（一1a7）【南】da-hie。猶今郷人有所歴舉。則必曰 da-








（2a8）【鄭】語辭。又 mAs-da〔終える〕。又 a-da〔知る〕。又 gos〔す
ぐに，即ち〕。又 jam-gan〔しばらく，ちょっと〕。眉訓在末句者事之













































































る，掴む〕。又 mo-do-da〔集める〕。又 ji-be moi-ho-da〔つまみ集め

































































































































しようもない，仕方ない〕。又 him- 〃 -ta〔暇だ〕。（一1a4）【南】no-
da。又 siog-jier eb-da。又 him-him-ta。（一1a6）
82. 摺：【刊】音搨。折也。（10b3）【甲】音搨。折也。（6a4）【乙】音搨。
折也。（6b3-4）【国】音習。折也。（3a1）【鄭】音 tab。die-pi-da〔畳ま
れる〕。又 ges-da〔折る，曲げる〕。眉訓 dieb-dan ma-ri-ra〔「畳む」
ということである〕。（一2b5）【南】音 tab。die-pi-da。又 sgeg-da。眉
訓 dieb-dan mar-i-ra。（一3b3）
（ 35 ）
83. 研 
25
：【刊】窮也。（10b4）【甲】究窮。（6a5）【乙】究窮。（6a9-10）【国】
究窮也。（3a1）【鄭】窮也。gung-gug〔窮極〕。（一2b5）【南】窮也。
gung-gu〔窮究〕。○磨也。（一3b4）
84. 扁：【刊】音薄典切。唐音二義。其一曰扁署門戸。其一曰姓也。（13b5-
14a1）【甲】×【乙】×【国】×【鄭】×【南】×
85. 批：【刊】示也。（14a1）【甲】×【乙】×【国】×【鄭】×【南】×
86. 且：【刊】姑且也。苟且也。又発語之辭也。又按不定之辭。肆師云。禁
外内命男女之襄。不中法者且授之杖。釈云。外命女為王齊襄無杖。故云
且。見不定之義也。（14a5-14b3）【甲】×【乙】×【国】×【鄭】×
【南】×
87. 空：【刊】待也。（14b4）【甲】×【乙】×【国】×【鄭】×【南】×
88. 麼：【刊】×【甲】乎之意。（1b2）【乙】弁之意。（1a9）【国】乎之意。
（1a3）【鄭】語辞。又 gy-ri〔そのように，そんなに〕。又 i-man〔これ
くらいの〕。又 a-mo-man〔いくら，いくらか〕。又猶言乎否也。（一
1b5）【南】語辭。（一2a5）
89. 跟：【刊】×【甲】足踵也。（1a6）【乙】足踵也。（1a6）【国】足踵。
（1a4）【鄭】音根。足踵也。（一2b9）【南】音根。足踵也。○亦追隨也。
（一3b8）
90. 獃：【刊】×【甲】音垓。癡也。（4b3）【乙】音垓。癡也。（4b7）【国】
音垓。癡也。（2a9）【鄭】音埃。癡也。（一3a2）【南】音埃。癡也。（一
4a4）
５．小　結
上に挙げた『語録解義』の一字語全90項目のうち，83項目が鄭瀁本『語録
解』，73項目が南二星本『語録解』における一字類に挙げられている。それ
ぞれの項目における語釈を見れば，この『語録解義』と『語録解』の間に見
25　内閣甲本，乙本，国会本は「 」に作る。
（ 36 ）
られる類似性は疑うべくもないであろう。
また，『語録解義』のテキストは大きく刊本の系統と写本の系統に分けら
れること，『語録解義』の側が『語録解』の語釈を踏襲したとすれば，鄭瀁
本と南二星本の両方を参照していたと見なければ解釈できない部分が存在す
ることも指摘できよう。
ただし，本稿はあくまで一字語部分のみを対象とするものであり，全体的
な分析は二字語・三字語・四字語の部分を検討した上で行うことにしたい。
＜付記＞
朝鮮語部分の日本語訳に関し，ソウル大学校大学院の杉山豊氏に懇切なご
教示をいただいた。ここに記して謝意を表す。
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